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（２０）　学校教育課



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

（指標設定しない）

3-1 成果指標 指標の
説明

-
（指標設定しない）

重点

3 活動指標 指標の
説明

-

学校教育課

令和７年度

目
標
値

活動指標

根拠法令

成果指標

関連
計画

主な事業
の概要

（年次計画）

・海津市教育振興基本計画

会計名

１　教育総務事務事業
　　教育委員会・各学校間の事務処理

１　教育総務事務事業
　　教育委員会・各学校間の事務処理

１　教育総務事務事業
　　教育委員会・各学校間の事務処理

教育総務事務事業
一般会計

事務事業
概要

教育委員会、各学校間の事務処理を円滑に行うため各種支払い
手続きを行う。

款項目 100102

事業 1

令和６年度

予算額

0

国庫支出金

令和８年度

事業の財源
（千円）

予算額

-

0

一般財源 100

市債 0

0

100

県支出金 0

-

- - -

-

その他

国庫支出金

100

県支出金 0

国庫支出金 00 予算額

0
100

一般財源 100

その他 0

市債 0

一般財源 100

その他 0

市債

県支出金
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

授業実施回数

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

授業後の生徒自己評価
学校教育課

授業内容は今後の生活に生かせると回答した生徒の割合

3 活動指標 指標の
説明

がん教育、いのちの教育の実施回数

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

総合教育センター設置事業
一般会計

事務事業
概要

授業計画・教職員への助言指導を行う。
款項目 100103

事業 1

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１　総合教育センター設置事業 249千円
　・いのちの授業　３回
　・がん教育　３回

１　総合教育センター設置事業 249千円
　・いのちの授業　３回
　・がん教育　３回

１　総合教育センター設置事業 249千円
　・いのちの授業　３回
　・がん教育　３回

目
標
値

活動指標 6回 6回 6回

成果指標 80% 80% 80%

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

0
249

県支出金 0

249

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

0

国庫支出金

0 その他 0

一般財源 249 一般財源 249 一般財源 249

249

県支出金 0

市債 0 市債



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

相談及び研修の参加率

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

相談及び研修後のアンケート
学校教育課

相談及び研修が役に立ったと回答した参加者の割合

3 活動指標 指標の
説明

委員等の参加率

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

教育支援充実事業
一般会計

事務事業
概要

各種研究会の参加費等を負担する。
款項目 100103

事業 2

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１　教育支援充実事業　75千円
     教育相談事業  講師謝礼　年3回
　　職員研修のための講演会（特別指導報償費）　年1回

１　教育支援充実事業　75千円
     教育相談事業  講師謝礼　年3回
　　職員研修のための講演会（特別指導報償費）　年1回

１　教育支援充実事業　75千円
     教育相談事業  講師謝礼　年3回
　　職員研修のための講演会（特別指導報償費）　年1回

目
標
値

活動指標 100% 100% 100%

成果指標 90% 90% 90%

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

0
75

県支出金 0

75

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

0

国庫支出金

0 その他 0

一般財源 75 一般財源 75 一般財源 75

75

県支出金 0

市債 0 市債

287
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

教職員研修の実施回数

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

研修終了後のアンケート
学校教育課

研修が役に立ったと回答した職員の割合

3 活動指標 指標の
説明

ニーズに応える教職員研修の実施回数

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

総合教育センター事業
一般会計

事務事業
概要

教員研修等を企画・運営する。
款項目 100103

事業 3

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１　総合教育センター運営事業　210千円
　・児童体験学習

２　教職員研修事業　320千円
　・夏期研修講座
　　ふるさと学習、ＩＣＴ活用、授業改善等　10回
　・初任者研修、若手教員研修、中堅幹部教員研修、バディ研修
10回
　・オンデマンド研修　20回

３　職場体験学習推進事業　49千円
　・キャリア・スタート・ウイーク推進地域事業

４　教育支援教室事業　5,808千円
　・不登校児童生徒教育支援教室３教室
　　　【新】大江教室　5,721千円
　　　高須・駒野フレンドリールーム　87千円

５　子育て教育相談事業　64千円
　・子育て教育相談（年１２回）

１総合教育センター運営事業　210千円
　・児童体験学習

２　教職員研修事業　320千円
　・夏期研修講座
　　ふるさと学習、ＩＣＴ活用、授業改善等　10回
　・初任者研修、若手教員研修、中堅幹部教員研修、バディ研修
10回
　・オンデマンド研修　20回

３　職場体験学習推進事業　49千円
　・キャリア・スタート・ウイーク推進地域事業

４　教育支援教室事業　4,625千円
　・不登校児童生徒教育支援教室３教室

５　子育て教育相談事業　64千円
　・子育て教育相談（年１２回）

１　総合教育センター運営事業　210千円
　・児童体験学習

２　教職員研修事業　320千円
　・夏期研修講座
　　ふるさと学習、ＩＣＴ活用、授業改善等　10回
　・初任者研修、若手教員研修、中堅幹部教員研修、バディ研修
10回
　・オンデマンド研修　20回

３　職場体験学習推進事業　49千円
　・キャリア・スタート・ウイーク推進地域事業

４　教育支援教室事業　4,625千円
　・不登校児童生徒教育支援教室３教室

５　子育て教育相談事業　64千円
　・子育て教育相談（年１２回）

目
標
値

活動指標 40回 40回 40回

成果指標 90% 90% 90%

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

0
6,451

県支出金 210

5,268

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

210

国庫支出金

0 その他 0

一般財源 6,241 一般財源 5,058 一般財源 5,058

5,268

県支出金 210

市債 0 市債



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

□ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

各委員会の参加率

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

特別支援教育、いじめ問題等の学校に関する諸
問題の案件解決率（解決した問題件数÷発生し
た問題件数）

学校教育課

学校に関する諸問題の案件解決率

3 活動指標 指標の
説明

各委員会の参加率（参加者数÷委員会委員数）

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

学校教育指導事業
一般会計

事務事業
概要

結核、いじめ等学校の抱える諸問題に対する学校の取組を支援
し、解決に向けた適切な対策を行う。

款項目 100103

事業 4

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

1　結核対策事業　198千円
　・結核対策員会の開催　年2回
　・高まん延国からの入国児童に対する検査勧奨

２　教育支援事業　1,125千円
  ・教育支援委員会　年２回

３　いじめ問題対策事業　86千円
　・海津市いじめ問題対策協議会　年２回
　・海津市いじめ問題対策協議会特別委員会（非常事態の際）

1　結核対策事業　198千円
　・結核対策員会の開催　年2回
　・高まん延国からの入国児童に対する検査勧奨

２　教育支援事業　1,125千円
  ・教育支援委員会　年２回

３　いじめ問題対策事業　86千円
　・海津市いじめ問題対策協議会　年２回
　・海津市いじめ問題対策協議会特別委員会（非常事態の際）

1　結核対策事業　198千円
　・結核対策員会の開催　年2回
　・高まん延国からの入国児童に対する検査勧奨

２　教育支援事業　1,125千円
  ・教育支援委員会　年２回

３　いじめ問題対策事業　86千円
　・海津市いじめ問題対策協議会　年２回
　・海津市いじめ問題対策協議会特別委員会（非常事態の際）

目
標
値

活動指標 100% 100% 100%

成果指標 100% 100% 100%

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

140
1,409

県支出金 0

1,409

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

0

国庫支出金

140 その他 140

一般財源 1,269 一般財源 1,269 一般財源 1,269

1,409

県支出金 0

市債 0 市債

289
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

（指標設定しない）

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

-
学校教育課

（指標設定しない）

3 活動指標 指標の
説明

-

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

学校教育総務事務事業
一般会計

事務事業
概要

県内の全公立中学校長会等をメンバーとする校長会等に負担金
支払い事務

款項目 100103

事業 5

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１　学校教育総務事務事業
　・校長会等加入負担金　441千円
  ・教育機関誌購読及び学校教育基本計画用経費

１　学校教育総務事務事業
　・校長会等加入負担金　441千円
  ・教育機関誌購読及び学校教育基本計画用経費

１　学校教育総務事務事業
　・校長会等加入負担金　441千円
  ・教育機関誌購読及び学校教育基本計画用経費

目
標
値

活動指標 - - -

成果指標 - - -

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

0
834

県支出金 5

834

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

5

国庫支出金

0 その他 0

一般財源 829 一般財源 829 一般財源 829

834

県支出金 5

市債 0 市債



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

担当課

（指標設定しない）

3-1 重点 成果指標 指標の
説明

-
学校教育課

（指標設定しない）

3 活動指標 指標の
説明

-

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

就学事務事業
一般会計

事務事業
概要

就学児童への確実な通知。
款項目 100103

事業 6

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１　就学事務事業　200千円
　・学齢簿の作成印刷
　・就学通知書（改ざん防止用紙）作成
　・就学通知書　封筒梱包
　・就学通知書発送
　・通学路安全マップの作製

１　就学事務事業　200千円
　・学齢簿の作成印刷
　・就学通知書（改ざん防止用紙）作成
　・就学通知書　封筒梱包
　・就学通知書発送
　・通学路安全マップの作製

１　就学事務事業　200千円
　・学齢簿の作成印刷
　・就学通知書（改ざん防止用紙）作成
　・就学通知書　封筒梱包
　・就学通知書発送
　・通学路安全マップの作製

目
標
値

活動指標 - - -

成果指標 - - -

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金 0 予算額

0
200

県支出金 0

200

県支出金

その他

市債 0

その他

0

0 予算額 国庫支出金 0

0

国庫支出金

0 その他 0

一般財源 200 一般財源 200 一般財源 200

200

県支出金 0

市債 0 市債

291
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 ■ 県規定 □ 市規定 □ なし

国庫支出金 0

令和８年度

１　人権同和教育推進事業
（１）転入職員人権同和教育研修の実施
　　　転入職員を対象　年１回（４月）

（２）人権同和教育研修視察の実施
　　　人権同和教育主任及び希望者を対象　　年１回（８月）

（３）人権同和教育研修会の実施
　　　市内小中学校全教職員を対象　　年１回（８月）

（４）人権同和教育講演会の実施　40千円
　　　３分の１の職員を対象
       ３年間で全職員が受講する　　年１回（１月）

（５）研究集録の作成
　　　１年間の実践記録を残す
　　　年１冊作成　95千円

4回

予算額 国庫支出金 0

100%

160

県支出金 80

その他 0

一般財源 80

市債 0

一般財源 80 一般財源 80

160

県支出金 80

市債

80県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

160

4回 4回

100% 100%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

0 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　人権同和教育推進事業
（１）転入職員人権同和教育研修の実施
　　　転入職員を対象　年１回（４月）

（２）人権同和教育研修視察の実施
　　　人権同和教育主任及び希望者を対象　年１回（８月）

（３）人権同和教育研修会の実施
　　　市内小中学校全教職員を対象　年１回（８月）

（４）人権同和教育講演会の実施　40千円
　　　３分の１の職員を対象
       ３年間で全職員が受講する　年１回（１月）

（５）研究集録の作成
　　　１年間の実践記録を残す
　　　年１冊作成　95千円

１　人権同和教育推進事業
（１）転入職員人権同和教育研修の実施
　　　転入職員を対象　年１回（４月）

（２）人権同和教育研修視察の実施
　　　人権同和教育主任及び希望者を対象　年１回（８月）

（３）人権同和教育研修会の実施
　　　市内小中学校全教職員を対象　年１回（８月）

（４）人権同和教育講演会の実施　40千円
　　　３分の１の職員を対象
       ３年間で全職員が受講する　年１回（１月）

（５）研究集録の作成
　　　１年間の実践記録を残す
　　　年１冊作成　95千円

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

人権同和教育推進事業
一般会計

事務事業
概要

教職員の人権についての理解や認識を深める。
款項目 100103

事業 7

3 活動指標 指標の
説明

人権感覚を高める教職員研修等の実施回数
担当課

人権同和教育に関する研修の実施回数

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

研修終了後のアンケート
研修が人権感覚を高めることに役立ったと回答した教職員の割合

重点



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

3 活動指標 指標の
説明

学習生活支援員、学習指導員の充実のため、児童生
徒にあたる市費支援員の人数を1人以上とする。（児童
50人あたりの市費支援の人数）

担当課

児童生徒50人あたりの市費支援員・指導員の人数

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合

重点

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

小学校管理事業
一般会計

事務事業
概要

小学校運営に関し必要な施設の維持管理の他、各種教育機器
の整備を行い、児童生徒一人ひとりに最適な教育環境を提供す
る。

款項目 100201

1人以上

90% 92%

事業 1

令和８年度

94%

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　小学校管理事業　97,105千円
　・小学校施設の維持管理　6校
　・事務機器の借上及び管理用備品の購入等
　・【新】屋外体育施設AED設置（小学校グラウンド）2,937千円
２　ＩＣＴ教育推進事業　12,462千円
　・学校ICT支援員の配置　6校　63日
３　英語教育推進事業　10,015千円
　・英語指導助手派遣委託　　6校
４　水泳教室管理事業　1,245千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　2校
５　学校保健事業　8,742千円
　・学校医検診等　年92回
　・スクールカウンセラー派遣等児童の健康管理
６　教職員健康管理事業　467千円
　・教職員健康診断　年1回
７　スクールバス運行事業　138,773千円
　・スクールバスの運行　４校
　・スクールバスへ添乗員配備
　・送迎用及び校外学習用スクールバスの維持管理
８　校外学習補助事業　1,221千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　通学助成事業　303千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減

１　小学校管理事業　94,168千円
　・小学校施設の維持管理　6校
　・事務機器の借上及び管理用備品の購入等
２　ＩＣＴ教育推進事業　12,462千円
　・学校ICT支援員の配置　6校　63日
３　英語教育推進事業　10,015千円
　・英語指導助手派遣委託　　6校
４　水泳教室管理事業　1,245千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　2校
５　学校保健事業　8,742千円
　・学校医検診等　年92回
　・スクールカウンセラー派遣等児童の健康管理
６　教職員健康管理事業　467千円
　・教職員健康診断　年1回
７　スクールバス運行事業　138,773千円
　・スクールバスの運行　４校
　・スクールバスへ添乗員配備
　・送迎用及び校外学習用スクールバスの維持管理
８　校外学習補助事業　1,221千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　通学助成事業　303千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減

目
標
値

活動指標

成果指標

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金

その他

1人以上

55,045

0
270,333

県支出金 0

1,302

一般財源 213,986

市債 0

予算額 国庫支出金 53,860

その他 1,302

予算額 国庫支出金 66,964

１　小学校管理事業　94,168千円
　・小学校施設の維持管理　6校
　・事務機器の借上及び管理用備品の購入等
２　ＩＣＴ教育推進事業　32,119千円
　・学校ICT支援員の配置　6校　63日
　・タブレット端末更新（賃貸借）　19,657千円
３　英語教育推進事業　10,015千円
　・英語指導助手派遣委託　　6校
４　水泳教室管理事業　1,245千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　2校
５　学校保健事業　8,742千円
　・学校医検診等　年92回
　・スクールカウンセラー派遣等児童の健康管理
６　教職員健康管理事業　467千円
　・教職員健康診断　年1回
７　スクールバス運行事業　138,773千円
　・スクールバスの運行　４校
　・スクールバスへ添乗員配備
　・送迎用及び校外学習用スクールバスの維持管理
８　校外学習補助事業　1,221千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　通学助成事業　303千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減

1人以上

一般財源 218,787

287,053

県支出金 0

市債 0

その他 1,302

一般財源 212,234

267,396

県支出金 0

市債

293
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 ■ 国規定 ■ 県規定 □ 市規定 □ なし

市債 0

一般財源 9,070

9,070

県支出金 0

その他 0

0

9,070

9,070

令和８年度

１　小学校運営事業　小学校6校　9,070千円
・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
・郊外学習等ふるさと教育の実施
・各種事業の実施
・児童の健康診断等各種保健事業の実施

100%

予算額 国庫支出金 0

94%

100% 100%

90% 92%

一般財源

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金 0

事業の財源
（千円）

予算額

9,070

国庫支出金

0 その他 0

0 予算額

一般財源 9,070

県支出金

その他

市債 00

県支出金 0

市債

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　小学校運営事業　小学校6校　9,070千円
　・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
　・郊外学習等ふるさと教育の実施
　・各種事業の実施
　・児童の健康診断等各種保健事業の実施

１　小学校運営事業　小学校6校　9,070千円
　・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
　・郊外学習等ふるさと教育の実施
　・各種事業の実施
　・児童の健康診断等各種保健事業の実施

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

小学校運営事業
一般会計

事務事業
概要

児童が生活、学習を行う学校活動の適切な運営を行う。
款項目 100201

事業 3

学校教育課

3 活動指標 指標の
説明

学校評議委員会の開催率（開催数÷計画数）
担当課

学校評議委員会の開催率

3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
学校に行くのが楽しいと思う児童の割合

重点



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

3 活動指標 指標の
説明

AIドリルを週に1回以上利用した児童の割合
（WAU)

担当課

AIドリルの利用率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
「これまでに受けた授業は自分にあった教え方、教材、学習時間
などになっていた」と回答した児童の割合

重点

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

小学校教育振興事業
一般会計

事務事業
概要

小学校児童の学習環境向上のため、各種学習教材を整備し、新
たな学習環境を提供することにより、個別最適化された教育を提
供する。

款項目 100202

WAU49％

48% 49%

事業 1

令和８年度

50%

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　教材等整備事業　34,084千円
　・教科書改訂による指導書・デジタル教科書の整備
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　3,770千円
　・AIドリル購入（6校）

３　読書力向上事業　1,800千円
　・電子書籍購入（6校）

１　教材等整備事業　8,608千円
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　3,770千円
　・AIドリル購入（6校）

３　読書力向上事業　1,800千円
　・電子書籍購入（6校）

目
標
値

活動指標

成果指標

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金

その他

WAU48％

500

0
39,654

県支出金 0

3,549

一般財源 35,605

市債

予算額 国庫支出金 500

その他 0

一般財源 13,678

14,178

県支出金 0

市債 0

予算額 国庫支出金 500

１　教材等整備事業　8,608千円
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　3,770千円
　・AIドリル購入（6校）

３　読書力向上事業　1,800千円
　・電子書籍購入（6校）

WAU50％

一般財源 13,678

14,178

県支出金 0

市債 0

その他 0
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

□ 義務 □ 国規定 □ 県規定 ■ 市規定 □ なし

国庫支出金 596

令和８年度

１　要・準要保護児童生徒援助事業　8,091千円
　・経済的に就学困難な児童の保護者に対する教育に係る費用
の援助
　・対象児童数84人

２　特別支援教育就学奨励事業　1,194千円
　・障害のある児童の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象児童数31人

100%

予算額 国庫支出金 596

85%

9,285

県支出金 0

その他 0

一般財源 8,689

市債 0

一般財源 8,689 一般財源 8,689

9,285

県支出金 0

市債

0県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

9,285

100% 100%

75% 80%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

596 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　要・準要保護児童生徒援助事業　8,091千円
　・経済的に就学困難な児童の保護者に対する教育に係る費用
の援助
　・対象児童数84人

２　特別支援教育就学奨励事業　1,194千円
　・障害のある児童の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象児童数31人

１　要・準要保護児童生徒援助事業　8,091千円
　・経済的に就学困難な児童の保護者に対する教育に係る費用
の援助
　・対象児童数84人

２　特別支援教育就学奨励事業　1,194千円
　・障害のある児童の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象児童数31人

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

小学校就学奨励事業
一般会計

事務事業
概要

経済的に就学が困難な児童生徒に対し就学の援助を行う。
款項目 100202

事業 2

3 活動指標 指標の
説明

就学援助給付対象者への給付率（給付人数÷
給付対象者数）

担当課

就学援助給付対象者への給付率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
将来の夢や目標をもっている児童の割合

重点



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 ■ 県規定 □ 市規定 □ なし

国庫支出金 0

令和８年度

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　300千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
実施

100%

予算額 国庫支出金 0

90%

300

県支出金 0

その他 0

一般財源 300

市債 0

一般財源 300 一般財源 300

300

県支出金 0

市債

0県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

300

100% 100%

80% 85%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

0 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　300千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
    実施

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　300千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
　　実施

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

学校人権同和事業
一般会計

事務事業
概要

児童生徒の人権に対する理解や認識を深める。
款項目 100202

事業 3

3 活動指標 指標の
説明

「ひびきあい活動」の実施率（実施学校数÷学校
数）

担当課

「ひびきあい活動」実施率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」に「当てはまる」
「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童の割合

重点
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

3 活動指標 指標の
説明

学習生活支援員、学習指導員の充実のため、児童生
徒にあたる市費支援員の人数を1人以上とする。（児童
50人あたりの市費支援の人数）

担当課

児童生徒50人あたりの市費支援員・指導員の人数

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合

重点

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

中学校管理事業
一般会計

事務事業
概要

中学校運営に関し必要な施設の維持管理の他、各種教育機器
の整備を行い、児童生徒一人ひとりに最適な教育環境を提供し
ます。

款項目 100301

1人以上

86% 88%

事業 1

令和８年度

90%

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　中学校管理事業　54,675千円
　・中学校施設の維持管理　3校
　・情報機器の借上及び管理用備品の購入等
　・【新】中学校体育館スポットクーラー配置　1,679千円
　・【新】屋外体育施設AED設置（中学校グラウンド）　1,469千円
２　ＩＣＴ教育推進事業　5,084千円
　・学校ICT支援員の配置　3校　9日
３　英語教育推進事業　14,553千円
　・英語指導助手派遣委託　　3校
４　水泳教室管理事業　664千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　3校
５　学校保健事業　5,290千円
　・学校医検診等　年67回
　・スクールカウンセラー派遣等生徒の健康管理
６　教職員健康管理事業　277千円
　・教職員健康診断　年1回
７　部活動支援事業　5,205千円
　・バス借上およびスクールバスでの生徒送迎
８　校外学習補助事業　1,735千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　進路指導事業　195千円
　・生徒の進路選択のための支援に必要な費用の補助（出前授業謝礼等）
１０　通学助成事業　953千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減
１１　職場体験学習事業　286千円
　・生徒の生きる力を育む事業に必要な費用の補助（職場体験保険料等）

１　中学校管理事業　49,313千円
　・中学校施設の維持管理　3校
　・情報機器の借上及び管理用備品の購入等
２　ＩＣＴ教育推進事業　5,084千円
　・学校ICT支援員の配置　3校　9日
３　英語教育推進事業　14,553千円
　・英語指導助手派遣委託　　3校
４　水泳教室管理事業　664千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　3校
５　学校保健事業　5,290千円
　・学校医検診等　年67回
　・スクールカウンセラー派遣等生徒の健康管理
６　教職員健康管理事業　277千円
　・教職員健康診断　年1回
７　部活動支援事業　5,205千円
　・バス借上およびスクールバスでの生徒送迎
８　校外学習補助事業　1,735千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　進路指導事業　195千円
　・生徒の進路選択のための支援に必要な費用の補助（出前授業謝礼等）
１０　通学助成事業　953千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減
１１　職場体験学習事業　286千円
　・生徒の生きる力を育む事業に必要な費用の補助（職場体験保険料等）

目
標
値

活動指標

成果指標

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金

その他

1人以上

259

3,400
88,917

県支出金 0

804

一般財源 84,454

市債

予算額 国庫支出金 0

その他 1,181

一般財源 82,072

83,555

県支出金 302

市債 0

予算額 国庫支出金 7,708

１　中学校管理事業　49,313千円
　・中学校施設の維持管理　3校
　・情報機器の借上及び管理用備品の購入等
２　ＩＣＴ教育推進事業　16,646千円
　・学校ICT支援員の配置　3校　9日
　・タブレット端末更新（賃貸借）　11,562千円
３　英語教育推進事業　14,553千円
　・英語指導助手派遣委託　　3校
４　水泳教室管理事業　664千円
　・市営プール利用および水泳講師委託　3校
５　学校保健事業　5,290千円
　・学校医検診等　年67回
　・スクールカウンセラー派遣等生徒の健康管理
６　教職員健康管理事業　277千円
　・教職員健康診断　年1回
７　部活動支援事業　5,205千円
　・バス借上およびスクールバスでの生徒送迎
８　校外学習補助事業　1,735千円
　・校外活動に必要な費用の補助（バス代等）
９　進路指導事業　195千円
　・生徒の進路選択のための支援に必要な費用の補助（出前授業謝礼等）
１０　通学助成事業　953千円
　・遠距離通学児童の保護者負担の軽減
１１　職場体験学習事業　286千円
　・生徒の生きる力を育む事業に必要な費用の補助（職場体験保険料等）

1人以上

一般財源 85,926

95,117

県支出金 302

市債 0

その他 1,181



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 ■ 国規定 ■ 県規定 □ 市規定 □ なし

国庫支出金 0

令和８年度

１　中学校運営事業　中学校3校　9,920千円
　・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
　・部活動等各種大会への参加
　・各種事業の実施
　・生徒の健康診断等各種保健事業の実施

100%

予算額 国庫支出金 0

90%

9,920

県支出金 0

その他 0

一般財源 9,920

市債 0

一般財源 9,920 一般財源 9,920

9,920

県支出金 0

市債

0県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

9,920

100% 100%

86% 88%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

0 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　中学校運営事業　中学校3校　9,920千円
　・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
　・部活動等各種大会への参加
　・各種事業の実施
　・生徒の健康診断等各種保健事業の実施

１　中学校運営事業　中学校3校　9,920千円
　・学校評議員会の開催　各校年2回～3回
　・部活動等各種大会への参加
　・各種事業の実施
　・生徒の健康診断等各種保健事業の実施

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

中学校運営事業
一般会計

事務事業
概要

生徒が生活、学習を行う学校活動の適切な運営を行う。
款項目 100301

事業 3

3 活動指標 指標の
説明

学校評議委員会の開催率（開催数÷計画数）
担当課

学校評議委員会の開催率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
学校に行くのが楽しいと思う生徒の割合

重点

299
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海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 □ 県規定 □ 市規定 □ なし

3 活動指標 指標の
説明

AIドリルを週に1回以上利用した生徒の割合
（WAU)

担当課

AIドリルの利用率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
「これまでに受けた授業は自分にあった教え方、教材、学習時間
などになっていた」と回答した生徒の割合

重点

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

中学校教育振興事業
一般会計

事務事業
概要

中学校生徒の学習環境向上のため、各種学習教材を整備し、新
たな学習環境を提供することにより、個別最適化された教育を提
供する。

款項目 100302

WAU49％

27% 28%

事業 1

令和８年度

29%

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　教材等整備事業　7,126千円
　・指導者用デジタル教科書の整備
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　6,178千円
　・AIドリル購入（3校）

３　読書力向上事業　1,143千円
　・電子書籍購入（3校）

１　教材等整備事業　32,602千円
　・教科書改訂による指導書・デジタル教科書の整備
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　6,178千円
　・AIドリル購入（3校）

３　読書力向上事業　1,143千円
　・電子書籍購入（3校）

目
標
値

活動指標

成果指標

事業の財源
（千円）

予算額 国庫支出金

その他

WAU48％

400

0
14,447

県支出金 0

2,201

一般財源 11,846

市債

予算額 国庫支出金 400

その他 0

一般財源 39,523

39,923

県支出金 0

市債 0

予算額 国庫支出金 400

１　教材等整備事業　6,868千円
　・教材用消耗品及び備品の購入

２　ＡＩドリル活用ＩＣＴ教育事業　6,178千円
　・AIドリル購入（3校）

３　読書力向上事業　1,143千円
　・電子書籍購入（3校）

WAU50％

一般財源 13,789

14,189

県支出金 0

市債 0

その他 0



海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

□ 義務 □ 国規定 □ 県規定 ■ 市規定 □ なし

国庫支出金 398

令和８年度

１　要・準要保護児童生徒援助事業　7,595千円
　・経済的に就学困難な生徒の保護者に対する教育に係る費用
　　の援助
　・対象生徒数61人

２　特別支援教育就学奨励事業　735千円
　・障害のある生徒の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象生徒数11人

100%

予算額 国庫支出金 398

70%

8,330

県支出金 0

その他 0

一般財源 7,932

市債 0

一般財源 7,932 一般財源 7,932

8,330

県支出金 0

市債

0県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

8,330

100% 100%

60% 65%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

398 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　要・準要保護児童生徒援助事業　7,595千円
　・経済的に就学困難な生徒の保護者に対する教育に係る費用
　　の援助
　・対象生徒数61人

２　特別支援教育就学奨励事業　735千円
　・障害のある生徒の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象生徒数11人

１　要・準要保護児童生徒援助事業　7,595千円
　・経済的に就学困難な生徒の保護者に対する教育に係る費用
　　の援助
　・対象生徒数61人

２　特別支援教育就学奨励事業　735千円
　・障害のある生徒の保護者に対する教育に係る費用の援助
　・対象生徒数11人

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

中学校就学奨励事業
一般会計

事務事業
概要

経済的に就学が困難な児童生徒に対し就学の援助を行う。
款項目 100302

事業 2

3 活動指標 指標の
説明

就学援助給付対象者への給付率（給付人数÷
給付対象者数）

担当課

就学援助給付対象者への給付率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
将来の夢や目標をもっている生徒の割合

重点

301



302

海津市第２次総合計画 ■　第８期　実施計画

基本目標 個性と創造性を培う　こころ豊かな　まちづくり


施策 学校教育環境の充実

事業名

■ 義務 □ 国規定 ■ 県規定 □ 市規定 □ なし

国庫支出金 0

令和８年度

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　150千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
実施

100%

予算額 国庫支出金 0

90%

150

県支出金 0

その他 0

一般財源 150

市債 0

一般財源 150 一般財源 150

150

県支出金 0

市債

0県支出金

その他

市債 00
事業の財源

（千円）

予算額

150

100% 100%

80% 85%

目
標
値

活動指標

成果指標

国庫支出金

0 その他 0

0 予算額

主な事業
の概要

（年次計画）

令和６年度 令和７年度

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　150千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
    実施

１　学校人権同和事業
（１）各校での教職員研修の実施　150千円
　・各学期に１回以上実施（毎学期末、(実施内容等報告）

（２）人権意識の啓発向上についての日常の取組
　・学校生活の各場面における指導
　・各教科の授業の中での指導
　・児童会、生徒会を中心とした継続した取組

（３）「ひびきあい活動」の実施
　・１２月の人権週間を節目として、集会等の発表会を年１回以上
　　実施

根拠法令

関連
計画

・海津市教育振興基本計画

会計名

学校人権同和事業
一般会計

事務事業
概要

生徒の人権に対する理解や認識を深める。
款項目 100302

事業 3

3 活動指標 指標の
説明

「ひびきあい活動」の実施率（実施学校数÷学校
数）

担当課

「ひびきあい活動」実施率

学校教育課3-1 成果指標 指標の
説明

全国学力・学習状況調査（質問紙調査）による
「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」に「当てはまる」
「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童の割合

重点


